
〔他誌掲載論文の抄録〕

比較ゲノム解析による魚類のα溶血性連鎖球菌症原因菌 Lactococcus garvieae

の遺伝子の解析
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Lactococcus garvieae は、ブリ等の魚に溶血性レンサ球菌症を引き起こす病原細菌である。病原性の

ある Lg2 株と非病原性の ATCC49156 株の比較ゲノム解析を実施したところ、両株は高い相同性があ

ったが、Lg2 株は ATCC49156 株にない 16.5kb の莢膜遺伝子クラスターを保有していた。莢膜遺伝子

クラスターは 15 の遺伝子から構成されており、うち 8 遺伝子は Lactococcus lactis 株のエキソ多糖類

生合成遺伝子クラスターと一致していた。Lg2 株から作出した弱毒株の Lg2-S 株は、ｼｰｸｴﾝｽ解析によ

り莢膜遺伝子クラスターのうち 2 つの遺伝子に 1 塩基欠失によるフレームシフト変異が認められた。

これらの結果は強く Lg2 株の病原性が莢膜によるものであることを示唆している。また、遺伝子解析

より、ヘモリジン等のその他の候補病原因子が明らかとなった。今回の研究は L. garvieae の魚におけ

る病原性のメカニズムの理解の一助となる報告である。

（Complete Genome Sequence and Comparative Analysis of the Fish Pathogen Lactococcus garvieae．PLos

ONE, (2011) vol6.,issue 8, e23184, p1-8）
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Capillaria hepatica 実験感染 ICR マウスにおける糸球体腎症を特徴とするⅡ

型クリオグロブリン血症
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我々は ICR マウスに Capillaria hepatica を実験感染させると、全個体で糸球体腎症を伴うクリオグ

ロブリン（CG）血症が発症することを見出した。本症は、モノクローナルな IgM 型リウマトイド因

子とポリクローナルな IgA から構成されるⅡ型 CG 血症に分類された。ヒトでは C 型肝炎ウイルス感

染患者においてⅡ型 CG 血症が高率に認められるが、有用な動物モデルはなく、病態解明は自然発症

例の解析に限られていた。本モデルは、ヒトにおける CG 血症に類似の病変であり、かつ再現性が高

く、新規の CG 血症実験的解析モデルとして、CG 血症の病理発生解明に寄与することが期待される。

（An experimental type II mixed cryoglobulinemia with renal glomerulopathy in ICR mice triggered by

Capillaria hepatica infection. HISTOLOGY AND HISTOPATHOLOGY 26(12), 1519-1529, 2011. 英文）
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肉用牛から分離された志賀毒素産生性大腸菌 O157 及び O26 の薬剤耐性
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この調査は、肉用牛から検出された志賀毒素産生大腸菌（STEC O157 及び STEC O26）の薬剤耐性

率及び薬剤耐性パターンを把握するために実施された。最も耐性率が高かった薬剤は、ジヒドロスト

レプトマイシンで、STEC O157 の 9.5 ％、STEC O126 の 54.5 ％が耐性であった。オキシテトラサイク

リンとアンピシリンが 2 番目(STEC O157: 7.9%、STEC O26: 45.5%)と 3 番目(STEC O157: 5.4%、STEC

O26: 36.4%)であった。検査した 16 薬剤に対し 1 つ以上に対して耐性を示した株について、STEC O157

は 13.3 ％であったのに対し、STEC O26 は 54.5 ％と STEC O157 の耐性率が有意に低かった。STEC

O157 について、stx1 と stx2 の両方を有する菌株の薬剤耐性率は、26.3 ％である一方で、stx2c のみを

有する菌株の耐性率は 3.9 ％であった。以上の結果からから、STEC O157 の薬剤耐性は、志賀毒素遺

伝子型と関連があることを示唆している。

（Antimicrobial resistance in Shiga toxin-producing Escerichia coli O157 and O26 isolates from beef cattle.

Japanese Journal of Infectious Diseases (2012) 65, 117-121.）
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ビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチンによって誘起される

ブリの免疫応答
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ビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチンをブリに接種し、経時的に採血して免疫後

の生体反応を調べた。血清中の抗 Vibrio anguillarum 抗体は、免疫 7 日目から上昇し、同時期の血清は V.

anguillarum の発育を抑制した。一方、Lactococcus garvieae に対しては、抗体価の上昇、発育抑制のい

ずれも認められなかった。腎臓をサンプルとしたマイクロアレイ解析を実施したところ、22 の免疫関

連遺伝子の発現上昇が認められ、ワクチン接種によって細胞性免疫および液性免疫が刺激されること

が示唆された。

(Analysis of immune response in yellowtail upon vaccination with a bivalent vaccine of Vibrio anguillarum

and Lactococcus garvieae. Fish Pathology 47, 12-19, 2012 英文）
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